看護学生の死生観の構築を目指して : ケースメソッド演習後の学生の学びに焦点をあてて by 松田 武美 et al.
^
看護学生の死生観の構築を目指して
ーケースメソッド演習後の学生の学びに焦点をあててー
1 目的
近年、がんの死亡率は増加の一途を辿っており、厚
生労働省の統計では2012年の死亡者数は約36万に達
し、全死亡者数に占めるがんの割合は 30%を超え、
ほぼ3人に 1人ががんで死亡している。そのような状
況の中で、看護師には患者・家族が尊厳ある死を迎え
られるように援助できることが求められている。その
ため、看護基礎教育では人生観・死生観を養うことが
必要となってくる。岡本(2005)は、「死への恐怖は、
患者からの逃避になり、終末期患者に向き合い、最期
の時を支えるケアを行うことができなくなると考え
られ、そのため、終末期ケアを行う看護師は死生観を
持つことが必要になる」と述べている。人生経験の少
ない看護学生が、人の死にどのように関わったらよい
か考えることが、これからの看護教育において重要な
ことと考える。
本研究の目的は、A看護短期大学における緩和ケア
論授業でのケースメソッド演習の取り組みから、学生
の死生観構築の過程を明らかにすることである。
ケースメソツドとは、事例(ケース)をもとに、当事
者の立場にたって参加者が考えていくという教育方
法であり、参加者同士の討議を通して考える力をつけ
ることを目的としている。
Ⅱ方法
1.研究対象:緩和ケア論の授業を受けた 2年生 95
名を対象とし、調査に同意を得られた学生。
2.調査方法:緩和ケア授業においてケースメソッド
演習を行った。演習終了後に自記式質問紙調査を行
い、ケースメソッド演習の学生の学び、事前学習の時
間、事例の理解度、死に対する考えの変化など10項
目について調査した。
3.データの分析:質問紙調査では単純集計を行い、
記述内容は関連する内容をまとめた。
4.倫理的配慮
2年生の学生に対し、口頭及び書面にて研究の趣
しム
目的について説明した。アンケートは無記名で行日
い、研究参加不参加による不利益がないこと、自由に
辞退できることなど説明し、文書による同意を得た。
Ⅲ結果
アンケートの回答数は、 78名(82.1%)であった。事
前学習時間は、2時間以上の学生が61名(78.2%)であ
つた。事前に事例の理解は出来たかについて、74 名
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四4.9%)が「できた」、「少しできた」と回答した。小人数
グループ討議での意見は出しゃすかったかにつぃて
は、「かなりできた」22 名(28.2%)、「できた」48 名
(61.5%)、「少しできた」8 名(10.3%)であった。全体討
議で意見を言うことができたかについては、「かなり
できた」4 名(5.1%)、「できた」26 名(33.3%)、「できなか
つた」21 名(26.9%)であった。全体討議後の事例の理
解が深まったかについては、フ7 名(98.フ%)が、「かな
りできた」「できた」「少しできた」と回答した。
ケースメソツド後のふり返りでは、「事例で取り組
むのが難しかったが、現場では事例なのでもっと取り
組みたい」「緩和ケアでのアセスメントは戸惑ったが
やり遂げることができた」「他者の意見が聞けて考え
を深めることができた」「グループでの意見交換が楽
しい」「色々な対応があることを学んだ」等の記述が
みられた。死に対する考えの変化では、「死に対する
イメージの変化」「本人の意思決定の大切さ」「その人
らしい個別性」「家族ケアの必要性」等の記述があっ
た。さらに、「患者・家族がどのように生きたいのか考
えるきっかけとなった」「看護師としてどうあるべき
かを考える機会となった」という記述もあった。
IV 考察
前述の結果から、講義前の課題学習はその後の小グ
ループ討議を効果的に発展させることにつながった。
普段講義形式の授業に慣れている学生にとって、ケー
スメソツドは傾聴寸矧動の姿勢を養い、深く事例を考
える機会となったと考える。全体討議では、活発に意
見を言える学生と消極的な学生とが対比的であった
ことから、全員の積極的討議を促す方策を構築する必
要がある。「死」については、暗い、怖いイメージから
最後の時が幸せだったら死も幸せという意見や、患者
と家族に対するケアの大切さなどに気がつき、死に向
かう最期の時まで患者と向き合う看護の大切さを考
える機会ともなった。
V 結論
A短期大学において実施した緩和ケア論の講義に
おけるケースメソッド演習は、グループダイナミクス
を育成し、看護学生の患者理解を深め、死生観を構築
するきっかけとなった。
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